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　2000年10月6日鳥取県西部にてMw6.6の地震が発生した．本震は左横ずれ成分が卓越しており，震央は

35.269 °N・133.357 °Eに位置していた．本震の破壊過程および滑り分布は地震時の強振動データおよび測地

データから推定されており，本震の破壊は主に余震域の南部で発生したと報告されている．また，Yukutake

et al. (2007) は余震のメカニズム解から本震前後の応力場を推定し，余震域の南部は北部や中央部に比べて摩

擦的に非常に弱かった可能性があることを指摘している．しかし，断層物質の物性値の空間的均質性に着目し

て本震・余震の滑り挙動の地域性を理解しようとする試みはほとんど行われていない． 

 

　岩石の鉱物組成はその物性値を支配しうる要素の一つであり，一般的には摩擦的に弱い鉱物量が増えるほど

断層岩の摩擦係数は劇的に減少する．よって，2000年鳥取県西部地震の余震域における滑り挙動の空間異方

性を理解するためには，断層岩の鉱物組成の空間分布を明らかにすることが必要である．本研究では，余震域

の北部・中部・南部に露出する14の断層露頭から100を超える岩石試料を採取し，粉末化した岩石に内部標準

を加えた試料についてXRD分析を行った．得られたプロファイルを，鉱物定量解析ソフトRockJockを用いて解

析することで，各試料の鉱物組成を定量的に推定した．その結果，破砕の影響を受けていない周囲の母岩はほ

とんどが花崗岩であり，採取した地域によらず同じような鉱物組成（主に石英・長石）を持つことがわ

かった．一方，断層岩の鉱物組成は明確な地域依存性を示し，北部ではハロイサイトの増加とカリ長石の減

少，中部ではイライトの増加とカリ長石・斜長石の減少，南部ではハロイサイトの増加と斜長石の減少が確認

された．これらの解析結果をもとにして各地域における代表的な断層岩を選定し，摩擦実験を行って摩擦強度

やその速度依存性を調べることで，2000年鳥取県西部地震余震域における摩擦特性の空間分布を明らかにで

きると考えられる．また得られた物質科学的なデータを観測データと組み合わせることで，2000年鳥取県西

部地震の本震・余震の滑り挙動の空間異方性に関する理解をさらに深めることが期待される．
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